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(
写
真
は
新
年
庶
予
算
を
熱
心
に
審
議
す
る
本
会
議
風
景
)

八
九
凶
、
魚
市
場
事
業
主
ハ
主
ハ
百
九
一
乙
れ
ら
を
綜
合
的
に
見
喜
一

9
じ
て
お
り
ま
す
が
現
在
来
決
苓
主
い
う
と
と
も
考
え
寄
れ
ば
な
り
ま
せ

互
苧
円
で
こ
れ
を
合
計
レ
ま
す
と
九
一
と
新
年
度
の
収
入
の
中
町
鵡
特
に
阿
定
一
ー
り
ま
す
。
一
ん
・

億
七
壬
二
百
五
十
五
万
円
に
な
り
ま
一
資
産
税
の
抽
出
話
あ
り
、
と
れ
は
際

E
，
す
が
し
本
霊
か
ら
二
ヶ
年
継
続
事
一
-
一
つ
例
事
げ
ま
ず
と
、
昭
和
四
十

す
。
オ
入
予
算
を
財
源
別
に
み
ま
す
と
一
と
動
燃
で
一
一
手
五
百
万
円
殖
へ
な
お
一
業
と
し
て
総
事
業
費
一
銭
六
千
四
百
万
言
年
ど
ん
ど
ん
山
一
手
九
百
坪
を
保
養

一
般
思
想
街
税
、
受
付
税
で
三
億
六
一
受
付
税
の
制
度
墜
比
が
あ
っ
て
五
千
万
一
円
で
極
力
そ
の
実
一
拐
を
図
り
た
い
と
考
一
セ
ジ
タ
1
に
鰐
事
レ
て
そ
の
開
晃
一
を
図

千
七
十
七
互
一
一
干
円
で
前
年
度
か
ら
十
一
円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
芋
レ
た
。
乙
の
で
え
新
年
度
一
は
そ
の
一
部
と
し
て
四
主
ハ
一
主

C
た
。
そ
の
収
入
千
九
百
八
十
万

四
%
伸
行
て
お
り
ま
す
。
特
定
財
源
の
一
他
た
ば
ζ
消
費
税
と
電
気
、
ガ
ス
貌
で
士
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
一
円
は
町
の
建
設
事
業
に
投
入
し
一
、
現
在

一
つ
で
あ
る
分
担
金
、
使
用
劇
、
手
数
一
一
千
万
円
の
場
収
が
予
定
さ
れ
る
に
比
?
批
の
他
特
別
会
計
の
内
国
保
事
業
に
つ
一
セ
シ
タ
ー
か
ら
は
毎
年
一
一
一
一
阜
刀
円
の
国

斜
、
国
県
支
出
金
吾
九
千
百
四
十
四
し
、
経
常
的
支
出
面
で
は
合
理
化
と
築
一
き
卓
出
し
て
は
年
々
匪
療
費
の
婚
加
と
受
一
問
中
量
産
一
事
」
電
気
ガ
ス
税
や
た
ば
こ

一
角
で
二
十
一
訟
の
減
で
す
が
、
こ
れ
一
中
化
し
を
図
っ
た
た
め
、
新
年
度
の
財
源
喜
率
の
嘉
吉
よ
り
宇
レ
て
防
政
も
容
一
消
費
税
が
入
り
年
間
の
水
道
斜
-A

務

官

は
事
業
関
係
の
国
庫
支
出
金
の
た
め
で
一
と
し
て
の
町
有
効
開
発
に
よ
る
特
定
財
で
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
一
新
年
度
位
保
険
一
五
十
方
円
、
そ
の
他
防
か
ら
多
〈
の
物

あ

り

ま

す

。

一

源

は

予

算

総

額

の

十

一

M
m
に
止
め
た
次
一
撃
を
据
え
誓
三
般
会
計
か
ら
笠
百
一
資
が
納
入
さ
れ
て
お
り
去
す
。

次
に
震
は
、
一
二
千
九
百
十
万
円
で
一
第
で
あ
り
妻
。
し
か
し
そ
れ
だ
か
ら
一
万
円
高
出
し
γ季
き
る
っ
と
雪
一
町
室
開
発
は
と
う
い
う
戸
毎
政
の

あ
っ
て
十
七
%
の
資
系
主
義
一
と
い
っ
て
オ
出
面
の
内
容
に
つ
い
て
は
て
お
り
夢
。
需
場
事
業
に
つ
き
ま
一
効
果
を
挙
げ
て
守
ζ
と
が
大
切
で
あ

係
で
あ
り
ま
す
。
町
有
地
開
発
に
よ
る
一
消
極
的
に
陥
い
ら
ず
剖
来
る
だ
け
震
点
一
し
て
は
何
し
ろ
初
ま
っ
た
ば
か
h
u
で
す
一
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
起
債
の

収
入
は
八
三
晃
十
万
円
で
五
O
竺
施
策
そ
織
り
込
ん
戸
品
す
で
あ
あ
り
ま
一
か
ら
出
来
る
だ
け
収
支
の
パ
ラ
ジ
ス
そ
一
習
を
報
告
致
し
ま
す
。
昭
和
四
面

の
減
で
あ
め
ま
す
。

ζ
の
中
に
は
勘
十
一
ナ
。
一
と
り
な
が
ら
殿
様
を
図
っ
て
行
く
積
。
一
年
来
一
一
億
三
千
八
百
四
十
五
刀
四
平
内

娼
官
有
地
払
下
げ
処
分
金
の
主
ハ
百
万
一
予
算
内
容
の
主
な
特
色
一
で
あ
り
去
す
。
一
で
現
在
算
額
控
一
千
一
一
一
百
十
一
万
二

一
町
受
一
属
産
U
サ
ピ
免
月
一
れ

2
に
お
け
る
量
発
の
一
関
長
持
諸
問
一
知
謹
話
料
型
付
軒
目
は
訪
日
間
町
内
訳
一
軒
U
H

戸時間同日比

一

町

四

ド

主

杭

腕

.H4，
会
露
支
1
3
4
n
I
t

一

セ

シ

タ

ー

と

し

て

期

待

さ

れ

て

す

ま

一

』

一

・

0

一

一

一

(

，

一

一

十

万

円

で

前

年

震

で

、

大

幅

に

滅

一

亘

ハ

十

万

円

、

ζ
れ
は
震
護
の
延
一
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
e

事
業
費
は
六
一
そ
の
限
度
は
一
語
源
の
二
十
警
で

一

一

の

問

題

、

能

率

の

問

題

等

幾

多

の

条

件

子

。

一

っ

て

お

り

ま

す

。

一

害

彊

謀

、

官

需

収

容

施

設

一

千

二

募

円

で

あ

り

ま

芸

品

第

一

雪

ま

す

。

従

つ

て

町

の

一

般

防

護

↑
一
、
震
の
基
本
構
想
一
義
議
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
一
空
襲
震
の
点
で
あ
り
ま
す
か
一
そ
れ
か
豆
般
財
源
の
公
共
蓄
に
一
と
し
て
中
蓄
の
新
設
が
検
討
さ
れ
て
一
衛
庁
の
民
生
安
定
事
業
の
一
っ
と
て
一
重
度
一
一
覆
一
手
百
五
十
九
英
語

一
只
今
か
ら
思
四
十
五
年
度
の
予
算
一
ん
。
ま
た
同
時
に
人
間
関
係
の
広
三
水
道
の
蓄
は
喜
も
引
き
続
き
行
一
室
長
ば
集
会
見
ら
れ
ま
す
手
。
道
路
関
係
で
量
と
じ
一
=
一

Z
E刀
円
の
国
庫
補
助
金
一
千
一
で
あ
り
ま
主
ら
そ
の
こ
を
当
る

に
就
い
て
説
明
豪
華
ナ
。
先
づ
最
一
か
、
探
宣
言
地
域
の
中
で
実
現
レ
一
な
い
水
源
の
確
保
と
急
増
し
つ
つ
あ
る
一
せ
ん
で
し
た
悲
喜
一
主
ハ
百
五
十
一
て
の
臨
望
号
室
官
官
喜
一
一
言
一
角
の
企
業
望
建
設
し
、
霊
一
六
千
六
亘
一
平
一
万
九
千
円
五
重
出

一
初
に
地
域
づ
く
幻
と
は
川
ん
で
あ
る
か
一
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
一
豊
た
備
え
る
霊
童
設
す
る
方
針
一
八
万
五
千
円
が
充
て
ら
れ
て
お
皇
一
雨
量
芝
要
道
路
の
建
設
が
予
一
経
済
の
拠
点
の
一
つ

Eた
い
と
考
え
一
来
る
わ
け
で
あ
幻
ま
す
。

一
そ
の
妻
、
基
本
理
念
は
ど
つ
い
う
も
子
。
一
で
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
は
子
。
こ
れ
は
つ
ま
と
館
禁
容
一
定
さ
れ
て
お
り

tて
此

の

負

担

金

四

一

て

お

り

占

子

。

一

従

っ

て

現

在

の

償

還

ま

一

軍

万
で
あ
る
か
と
い
格
つ
乙
と
を
考
へ
て
み
一
乙
己
た
考
え
方
を
要
約
す
れ
ば
麗
一
施
設
の
語
暴
力
の
不
足
に
よ
っ
て
一
五
た
た
め
、
従
来
は
義
務
的
経
費
や
一
百
七
十
七
万
円
を
計
上
致
し
ま
し
た
。
一
二
万
手
円
と
の
差
額
四
ナ
一
一
言
一
十

一

5思
い
ま
す

0
5
1え
一

業

の

尊

号

、

震

の

震

で

あ

一

害

警

か

け

て

お

り

季

五

を

に

始

ん

ど

等

兵

て

お

っ

た

一

商

工

告

書

室

の

二

男

円

一

凶

、

患

の

分

析

と

霊

一

万

平

円

の

護

憲

が

あ

る

B

一
っ
て
み
ま
す
と
、
そ
の
原
点
は
人
間
と
一

b
、
教
育
文
化
の
充
実
で
あ
っ
て
こ
う
一
年
か
ら
建
設
中
虫
干
ト
シ
の
焼
却
場
一
も
の
が
建
設
霊
前
の
醤
毘
旅
幻
向
け
一
と
そ
一
寝
袋
出
荷
所
建
設
負
担
金
の
百
九
一
先
づ
財
政
構
造
で
す
が
オ
入
構
造
上
一
で
す
か
ち
現
在
の
起
債
は
限
度
額
の
一
一
一

一
自
然
の
関
係
で
あ
D
、
私
達
の
持
っ
て
一
い
う
基
本
的
な
方
針
に
従
っ
て
具
体
的
一
も
新
年
度
に
は
完
成
い
た
し
去
す
レ
、
一
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
て
来
た
わ
け
で
あ
一
十
五
万
円
は
夫
々
商
工
業
と
農
業
古
典
一
の
特
色
と
し
て
は
、
新
年
度
の
一
般
財
一
分
の
一
程
度
で
あ
り
ま
す
。
次
に
き
な

一
い
る
歴
史
は
、
人
闘
が
生
き
る
た
め
に
一
な
施
策
学
進
め
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
一
人
員
も
増
加
し
て
出
来
る
だ
け
繋
備
に
り
串

ruて
、
尉
政
確
立
の
た
め
一
山
由
「
進
一
対
策
の
一
つ
で
あ
り
-
去
す
。
水
産
関
係
一
一
線
の
総
額
に
占
め
あ
割
合
は
前
年
度
四
一
る
町
有
地
の
取
得
と
処
分
で
す
が
前
原

一
如
何
に
自
然
を
利
用
し
開
発
じ
そ
の
司
一
ナ
。
先
づ
霊
雪
面
で
は
大
洗
港
の
盤
一
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ん
で
来
た
と
思
い
ま
す
。
そ
乙
で
毎
年
一
で
は
水
産
加
工
業
の
生
輝
君
M
貸
付
資
一
十
三
%
に
比
較
U

て
六
士
二
%
に
な
っ
一
山
は
昭
和
一
二
十
一
年
主
ハ
万
四
千
五
臼

能
性
を
追
及
し
て
来
た
か
と
い
う
こ
と
襲
索
引
き
続
き
行
な
わ
れ
、
現
在
一
な
書
道
の
舗
装
と
排
水
溝
の
審
は
一
の
乙
と
で
あ
り
ま
す
が
予
算
編
磨
当
一
金
と
空
襲
弟
子
補
給
金
喜
一
十
一
て
雪
、
主
た
る
財
源
の
比
重
富
ま
八
主
事
国
よ
り
払
下
げ
、
国
道
パ

一
で
あ
D
ま
す
。
最
初
露
出
の
資
源
一
小
型
舶
が
入
っ
て
す
ま
す
が
新
年
度
一
新
年
度
も
引
き
続
き
計
画
自
粛
す
る
予
一

btて
は
オ
入
オ
出
の
均
雪
国
る
一
七
万
円
、
協
同
組
合
の
建
設
す
る
共
同
っ
て
采
て
お
り
ま
ナ
。
そ
と
で
才
入
金
一
イ
パ
ス
線
敷
地
と
動
燃
に
処
分
士
宮

芝
求
め
大
地
義
や
し
て
住
宅
来
た
石
室
舶
の
入
浴
を
予
定
し
て
お
り
ま
一
定
で
あ
り
ま
ナ
。
教
育
課
程
永
年
一
ζ

と
に
璽
翠
お
い
た
積
幻
で
あ
り
ま
一
資
倉
庫
の
補
助
金
百
八
十
万
円
喜
一
体
の
装
事
し
上
ぜ
ま
す
と
町
第
一
の
一
万
一
一
三
百
十
八
雲
監
d

現
在

玄
ど
人
聞
の
英
程
よ
っ
て
現
在
の
一
す
。
一
の
懸
案
で
あ
る
一
中
の
給
食
施
設
と
南
一
ナ
。
一
ト
七
て
お
り
ま
す
。
控
室
襲
名
一
五
揺
方
交
付
税
が
一
一
平
一
一
%
、
一
芳
一
壬
一
一
宣
ハ
十
五
還
っ
て
す

一
よ
う
な
近
代
文
田
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
一
授
業
の
分
野
で
は
現
在
留
の
方
針
と
一
中
の
体
育
館
を
新
年
度
に
実
現
す
る
予
一
御
承
知
の
如
〈
環
近
行
政
需
要
は
年
一
図
る
た
め
の
主
な
事
項
と
し
て
は
水
道
一
国
県
支
出
金
が
十
M
m
、
財
援
収
入
が
十
一
ま
す
。

特
に
戦
後
我
が
国
経
済
宿
区
若
レ
一
し
て
減
反
の
施
策
が
打
出
さ
れ
、
農
家
一
雪
空
い
た
レ
ま
し
た
。
ま
た
行
政
支
高
ま
っ
て
来
て
す
ま
ナ
。
地
域
住
事
業
棄
の
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
千
一
語
、
町
塁
ハ
%
、
そ
の
他
特
定
尉
一

5
5山
と
露
出
芳
八
千

一
く
、
今
後
益
々
拡
大
さ
れ
る
と
思
い
ま
一
は
前
途
の
不
安
に
悩
ん
で
お
り
ま
す
が
一
近
代
化
が
図
る
た
め
の
庁
舎
建
設
に
つ
一
民
の
要
望
に
答
え
る
た
め
に
は
建
設
事
一
一
一
百
万
円
の
繰
出
金
を
計
よ
レ
、
継
続
一
源
が
十
一
一
ガ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
才
一
九
百
四
十
九
坪
が
昭
和
二
十
八
年
国
よ

一
す
が
、
そ
の
中
で
却
っ
て
歪
と
十
高
一
既
に
私
達
の
努
力
し
て
い
る
畑
作
事
一
き
モ
て
は
現
在
防
衛
庁
の
予
算
が
未
一
業
の
投
資
額
を
出
来
る
ぢ
多
く
し
て
一
事
業
と
し
て
二
十
ト
ン
の
ゴ
ミ
強
襲
一
出
の
扇
で
は
人
件
費
型
壬
一
%
、
物
一
hu
払
下
げ
そ
の
中
五
千
七
百
八
土
一
淳

一
が
泊
し
て
来
た
の
は
ど
つ
い
う
存
で
、
主
主
施
設
要
管
委
広
芝
否
定
で
す
が
、
出
来
れ
ば
今
年
か
ら
三
行
か
き
で
は
す
ま
せ
ん
。
然
し
才
一
は
新
年
度
予
喜
美
方
円
で
完
属
す
る
一
件
費
補
助
費
で
十
九
%
、
普
通
建
設
主
義
警
シ
タ
1
と
ユ
1
安

村

長

一
主
っ
か
。
例
え
ば
由
民
的
立
場
か
ら
一
の
近
代
化
を
促
進
し
て
行
き
た
い
と
思
一
ヶ
年
計
固
で
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
お
一
入
の
わ
く
も
あ
皇
す
の
で
そ
の
中
で
一
予
定
で
あ
り
ま
す
。
比
の
他
町
道
の
補
一
業
費
一
一
平

E
M公
債
費
そ
の
他
の
経
費
一
渡
し
て
現
在
二
五
一
手
亘
ハ
土
ハ
坪
掛

芸
え
た
室
、
物
価
と
か
童
と
か
、
一
っ
て
お
り
ま
す
。
商
工
業
で
は
新
年
度
一
り
ま
す
。
如
何
に
多
ぐ
建
設
事
業
の
撃
に
採
り
一
装
と
排
水
溝
蓄
の
た
め
に
主
ハ
百
万
一
で
十
四
%
の
割
合
で
あ
り
妻
。

ζ
う
一
っ
て
お
り
ま
ナ
。
ま
豪
雪
国
華

一
日
差
警
官
直
面
じ
て
い
る
主
函
ヱ
会
が
会
館
の
建
設
を
予
定
し
て
お
一
そ
の
他
課
題
と
な
っ
て
お
る
グ
ヨ
一
向
け
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
多
一
円
、
防
災
の
た
め
に
消
防
自
動
車
一
合
一
い
う
分
在
宅
て
将
来
事
え
ま
す
一
軍
事
率
一
と
町
富
四
壬
一
百
五

五
ど
の
よ
っ
に
解
釈
レ

τを
か
と
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
一
つ
の
出
発
点
一

E震
の
建
設
に
つ
き
手
レ
て
は
資
一
大
の
意
義
主
主
。
一
購
入
賞
と
主
百
六
土
万
円
喜
一
と
先
づ
何
よ
幻
も
一
般
財
源
の
確
信
一
霊
奈
さ
の
差
金
と
し
主
八
千
五

一
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
政
治
の
課
題
主
と
し
て
今
後
の
激
動
期
に
対
処
す
る
施
一
金
の
関
係
ち
あ
り
ま
す
が
な
る

E
Z
新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
の
中
一
上
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
教
育
震
で
一
努
め
き
れ
ば
な
D
ま
せ
ん
。
一
百
万
里
警
官
、
町
へ
納
入
し
て

あ
長
し
よ
う
。
一
策
室
め
て
守
更
で
あ
り
ま
す
。
下
機
会
長
著
図
る
よ
っ
考
え
て
お
一
で
建
設
事
業
の
投
資
額
出
荷
八
士
一
一
は
一
中
の
襲
撃
襲
事
業
主
ハ
一

z
苦
手
レ
亘
書
順
調
に
伸
び
て
一
い
る
を
は
前
に
報
管
還
り
で
あ

き
で
私
達
の
当
面
し
て
い
る
地
域
一
翼
で
は
義
海
岸
に
建
設
中
の
県
一
星
す
。
一
万
二
千
円
で
一
予
算
総
額
に
占
め
る
割
合
一
直
一
士
一
万
円
、
南
中
の
依
震
建
設
一
お
り
、
思
三
十
七
年
度
か
ら
の
平
均
一
り
ま
す
。

づ
く
り
の
目
標
ほ
地
域
内
に
告
人
々
一
撃
供
の
国
首
す
l
プ

ン

の

予

定

一

一

塩

一

平

豪

語

D
ま
す
・
そ
し
て
事
業
に
一
一
三
十
七
万
里
予
定
し
て
容
器
土
ハ
ガ
に
な
っ
て
お
皇
一
以
毒
事
説
明

f
cたが

が
、
命
的
な
信
頼
関
係
に
去
、
生
で
あ
り
、
な
お
富
山
に
は
霊
海
岸
一
一
一
、
撃
事
襲
成
方
針
一
普
通
襲
撃
来
を
一

8
と
L
た
場
合
一
す
ま
す
。
ま
た
文
化
財
の
保
護
施
設
一
宅
今
後
動
燃
の
建
設
も
四
十
八
年
頃
一
新
年
度
低
一
九

8年
代
の
翠
度
に

雲
環
境
で
、
豊
か
な
生
活
を
き
こ
一
と
笠
ん
で
、
「
一
I
干
ア
文
化
村
の
開
設
一
新
年
度
の
予
襲
警
一
般
会
宅
一
の
財
源
内
訳
は
一
般
財
源
つ
ま
り
町
税
一
と
て
草
壁
県
の
補
助
を
併
せ
百
一
議
き
ま
す
の
で
、
そ
の
問
富
豪
一
雪
、
今
後
芽
激
動
す
る
情
勢
の
申

告
与
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
一
が
予
定
さ
れ
て
お
り
先
づ
こ
れ
ら
を
拠
一
五
億
七
千
五
亘
一
十
一
亘
書
、
旦
と
交
付
税
、
そ
れ
に
震
と
合
せ
て
一
一
一
一
四
十
五
刀
円
で
鏡
翠
白
書
辺
の
襲
一
選
次
高
ま
っ
て
来
る
も
の
と
期
待
レ
一
語
〈
迄
も
町
民
の
福
祉
を
念
む
つ
つ

す
。
従
っ
て
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
一
望
し
て
今
後
釆
開
君
事
関
苑
に
一
震
に
比
較
し
て
一
、
安
の
摺
で
あ
一
十
語
、
国
県
富
番
手
号
、
一
を
図
る
考
え
で
あ
D
ま
す
。
そ
れ
か
乏
て
お
り
ま
す
。
た
だ
今
後
町
の
都
市
化
一
調
和
あ
る
町
重
量
る
た
ま
一
を

た
め
に
は
先
づ
生
活
の
基
襲
警
さ
一
取
組
ん
で
仔
是
い
と
思
っ
て
お
り
ま
一
り
ま
す
。
し
ゃ
U
特
別
会
計
の
量
一
勘
事
挙
区
入
室
長
章
一
永
い
聞
の
懸
案
に
な
っ
て
お
っ
た
庁
舎
一
議
を
喜
ぞ
行
政
襲
の
増
一
字
決
意
を
替
、
今
後
尚
一
層
の

れ
寄
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
快
適
な
環
一
て
ま
た
原
子
力
襲
で
は
原
研
と
並
一
第
一
億
八
千
四
百
九
毛
万
七
千
円
一
開
発
に
よ
る
収
入
が
一
一
一
十
八
M
で
あ
り
一
の
建
設
に
つ
童
亡
て
は
昨
年
度
か
ら
一
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
如
何
巴
て
一
御
協
力
を
お
願
い
申
し
卜
げ
る
次
第
で

警
作
る
に
は
、
健
康
の
問
題
、
安
全
ん
で
動
燃
め
工
学
セ
ジ
タ
ー
が
関
所
さ
一
水
道
事
業
が
一
億
四
石
直
王
分
一
ま
す
・
一
防
衛
庁
の
肪
音
対
策
工
事
と
て
申
請
一
も
自
主
財
源
右
曹
管
関
連
す
る
か
と
あ
り
ま
す
。

新
年
度
予
算

九
億
七
千
万
円
を
可
決

昭
和
四
十
五
年
度
予
算
な
ど
二
十
議
案
伊
審
議
す
る
、
第
二
回
定
例
町
議
会
は
、
去
る
三
月
五
日
招
集
さ

れ
、
同
月
二
十
五
日
ま
で
二
十
一
日
間
に
わ
た
り
慎
重
な
審
議
と
活
発
な
質
疑
応
符
が
行
な
わ
れ
+
~
結

果
、
会
議
案
は
原
容
と
を
り
可
決
さ
れ
宇
主
.
本
会
議
第
一
一
百
の
士
言
、
加
藤
町
長
よ
り
、
新
年
度

予
算
編
成
上
の
纂
本
方
針
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
次
の
通
ip一
行
な
わ
れ
、
二
日
間
休
会
の
あ
と
土
ハ
、
十

七
日
の
両
日
に
わ
た
わ
六
新
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
真
げ
ん
に
行
な
わ

れ
た
の
ち
、
新
予
算
に
つ
い
て
は
各
関
係
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
十
八
日
以
降
そ
れ
ぞ
れ
部
閉
別
に

具
俗
的
検
討
審
議
が
行
な
わ
れ
た
の
ち
、
最
終
日
の
二
十
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
会
議
案
は
原
由
来
通

h
u
可
決
さ
れ
ー
ま
し
た
。
注
目
の
新
生
度
予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
で
、
五
億
七
千
五
亘
一
十
一
万
三
千
円

水
道
、
国
保
、
魚
市
場
な
ど
特
別
会
計
で
一
一
語
九
千
八
百
二
十
三
万
七
千
円
、
合
計
九
億
七
千
一
二
百
五
十

五
万
円
の
大
台
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
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I才}I.. (.!Ii{立千円)"，印i成

よと 車究 本年度のIl:t5原肉吉足 予す算Dl lz対
款

本年度 育~ 1芋皮
特定賦;原

00舟t七
予算額 予算額 金額伸縮卒 国県支出金:tt方ぜ責→せ内化

-般f(i原開45BM4-

l議会費 /6ρ主/ /4.ρ'5'9 /、7'42 ノ2ιB ーノι0.3/ 2.7 2ι f 
2給手持管 /41.100 ヲるJ忘年 4~‘ I，lJl， 47.‘.2 2/.2/与 /ノ.!-ρρ :u.与守'2 87.1，<1'1 21，l!; /6.7 
百 Fえ笠稜 6o.0SI 、き守、/01/ 守ワマ /ι7 /$'.830 8.874 35.3ヲデ /o.{i. /()包
4 ~箭 L主費 士o、1'01 /3.'11，l) い13.件2""2/.0. 主主I /0.000 ク白/2/7 ♀2.84.3 8.8 〆ノ.1
5 対イ力費 2 3.323 "'-.JJ2/ c. 91.9 2 0.6 

ら壊見本大産業費 2'1.1103 2ι.'168 2‘.43!; 9.0 3.711.ふ 3.'110 2λN守 主/ "1-7 
官商工費 /生、士03 l'♀/7"9 ム246 ""'1.デ 30 .2 6.30 /ノ.81，l.3 2.' 27 
8土木費 主主.7021/8.::8辺f.o..32.s，，-.3 """27. !; /，11.33 ι、00.0. 22白990 吉S'.279/，弘守 20.主
9. ;均 F方費 /2.970 /ρ.027 ♀.'14-' 2守‘牟 Eク0 /.7110 /0.)60 2.3 〆7
10扶育費 /ノρ.5'32/ .f4.'l_f3 f'>22.ノ0/品Jιι /4.::<2'1 //.600 2{i.71'守 ιo立与坐 f守主 ♀1.1 
11災害復!日費 / / 。 / 

12公イ責費 2.3.112 2/.ι守主 I.n守 ιt /.073 22.0.3'1 4.0 38 
13諸支出金 2ヲ‘{L7.主 /2ρ0/ /7.，手7"， /4S.0 -1 2)_.kg'l- ιs守/ よ/ 21 
14-予イ翁費 メ;ρ00 /白ρ0.0. 。 J‘000 02 0.2 
オ出信子宮十 .;7S.21J S?'f<..2{LO '1'13 1.7 $'7.8151 3守‘ /0.口 ノ/'7.IIS'i360.773 /ρ。Jρ。%

(2) し、らあ

2/1出

お

t単イ立牛円)ム印;戚

;j=x，_ オ1算竿H足 前年1主 上じ 車夫 予f野i二文すすO100王子上じ
チ賄メ主

予殺 予算寄託 会頻伸縮卒 1，，4-5 1 8lJ 4斗
I 町 税 f与'1.200 /08.(L1，t._) 38.クt7 3S.7 2S.6 /8.9% “ 
2自動車取得税如3金 与200 1.11-0ρ 2.800 200.0 。‘7 0.2 

3族長施設利用制{:}金 1，L.3/ J 4.000 3/3 ケ.8 0.7 0.7 

辛抱方交イす税 18{i.J96 /33.0.00 $'/.3守6 主主‘ι 32.1 2主2
$'.均配管I策Z1制金 SS2 1.100 ム .21f8 ム 22.S O.lS 0.2 

品分担金品負寝食 8.2釘 ι守主7 1.302 /8.7 /，11. 1.2 

立使用料且(j'手数料 8.S'!.口 11.1S'8 ""'2.618 ム 2.U /.S /。デ

呂田 J革支出金 4S、守32 1J1.'Jb芭 ム.;2!;S-36 3S.7 7守2 ノ2..s
空県支::t金 1/.'71，ι守 9.2/2 2.737 29.7 2.1 ム6
/0 rt産時又)¥. 8ク.37016守o{i8A81.678 ム 48.3 1.s.2 2守‘4
//寄 イ寸 金 与/0 タ00. /0 2.S 0.07 0.1 

/2 草ゑ 3、 金 /6‘4ιワ'2 8.0.$'0. 8.422 /0年b 2.9 /ιヰ
/ヨ繰 主区 金 /2ク'0.8 500 /2.208 2‘41，t./.ι 2.2 。‘/

/ふ諸 A又 J¥ J.5'l2 立.ii.O'J- 1./08 46./ 0.6 。、年

IS掴7 債 39./00. /;-7./00 ム8'.000 ム/7.0 6.8 8.2 
才入会言十 sク'.s.2ノ』 ';7;仏240 973 /.7 /00 /0.0 % 

お鋸 51母

、~

性質別経費占拠率の図解
その 1

その2

投資及出資金0.3%(0.1%)
予備費0.2%(0.2%)
災害復18費
失対事業費(0.6%)

繰出金3.2%(5.4%)

(註)()内は前年度

自動車取得税交付金0.7%(0.2%)

諜楽施設利用税交付金0.7%(0.7%)
交通安全対策特別交付金0.15%(0:2%)
寄付金0.07%(0.1%)

諸収入0.6%(0.4%)

繰入金2.9%(1.4%)

繰越金2.2%(0.1%)

県支出金2.1%(1.6%)

使用料及手数料1.5%(1.9%)

分担金及負担金1.4%(1.2%)

6臥

普通撞訴事業費

34.8%(38.2%) 

f 
財産収入

15.2% 
(29.4%) 

、
、ザ

歳出

人件費 32.9%

(29.0%) 

歳入

手見

25.6%(18.9%) 

町

ユー

断様贈の用共線路開
会

区

間

書

め

自

由
活
動
車
の
焚
通
監
が
多

J
昨
い
と
こ
z
qで
あ
り
、

措
閣
ま
た
町
道
の
部
分
は

氷
大
道
路
備
が
狭
い
た
め

、
〈
困
難
な
工
事
が
多
か

似
事
っ
た
わ
け
で
す
。
し

も
エ
か
し
な
が
白
地
元
の

ど
孔
ζ
寅
み
な
さ
ん
方
が
り
積

静
極
的
き
男

g

t
d
・

-
h
u
、
予
想
外
に
順
調

な
工
事
彩
子
る
こ
と

が
で
き
卓

C
C。

大
洗
町
で
は
、
上
水
道
の
給
水
需
要

7

こ
の
工
事
の
完
成

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
昭
和
四
十
四

に
よ
り
水
源
が
大
幅

年
度
か
ら
四
土
ハ
年
度
ま
で
の
コ
一
カ
年

に
拡
張
さ
一
長
お
け

計
画
で
錨
設
の
拡
張
を
図
る
こ
と
と
じ

で
、
給
水
不
足
径
起
す
よ
う
な
不
安
が
の
給
水
需
要
一
歳
擁
期
に
お
い
て
も
「
水

て
お
り
ま
す
。
そ
の
第
一
年
次
分
が
こ

な
く
な
り
色
宅
こ
の
事
業
で
四
十
圧
が
害
し
て
水
自
な
い
。
」
と
い

の
ほ
ど
完
府
主
品
し
た
。

四
年
度
に
繋
し
た
総
ヱ
費
は
也
千
二
百
う
こ
と
の
今
、
な
る
ょ
っ
、
一
部
早
自

こ
の
事
業
の
建
設
費
に
は
、
政
府
資

六
詮
刀
一
且
手
円
で
あ
D
ま
す
。
に
事
業
建
設
に
着
工
す
る
こ
と
に
な
D

金
な
ど
の
長
期
借
入
金
(
地
方
債
と
い

出
笠
翠
次
に
当
る
四
十
五
年
度
に
行
ま
し
た
。
荏
港
事
業
の
健
全
な
巡
鐙
を

5
。
)
が
当
て
る
資
金
詐
闘
で
あ
り
、

な
わ
れ
る
工
事
予
定
量
と
ζ
れ
に
要
ず
確
保
す
る
た
め

ι、
住
民
の
み
な
虫
干
ん

こ
の
地
方
債
に
よ
り
調
嘆
き
る
資
金

る
工
事
費
九
千
五
拾
九
万
二
千
円
も
議
の
探
い
む
理
解
と
特
段
の
と
協
力
が
お

の
見
通
し
伊
う
け
る
ま
で
に
亦
常
に
期

会
の
議
決
を
経
た
の
で
、
本
年
は
、
夏
願
い
し
ま
す
。

間
が
カ
カ
h
u
、
し
た
が
っ
て
、
工
事
着

手
が
遅
れ
よ
っ
ゃ
く
本
年
一
月
に
な
っ

て
工
事
が
開
始
で
き
る
段
潜
に
進
み
ま

し
た
。水
道
管
の
埋
設
工
事
区
間
は
、
班
長

一
寸
一
一
エ
ハ
九
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
う
ち

県
道
と
国
道
で
約
一
、
六
O
Oメ
1
ト

護審静穏議書
交活信号人を置いで、ヱ曹のピッチを上げる

@上水道新幹線布設工事〈国道51号線南中学哲付近〉
@霞道51号線の横断地中寅孔工事用じユーム管
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合埋乙ミ持者、軽嬰て弓医んりルこいやっ

ipiii;fFFj;iiijj 
臨時間!!?i内i
iifigiiiij1iGiii1l 
器開iifi説明i
b主主JizE皇量2露首長3

1552fZ星雲でを院長会議ZE定限事;世警ミ暗号色町長委員玄33諸暗号時izs完結-
て関正昨春日躍起望日中長5211警官官;話!?量調佐官罪事長igig
iihi品silii年fihitsドi1Fijifid苧婦問語

第百寸層し、らあお

海
の
こ
ど
も
の
国
'̂ 

四
月
か
ら
給
水
始
め
る

『
.月
一
海
の
こ
ど
も
の
国
で
は
、
七
月
一
日
氷
の
量
は
、
二
、
七

O
O立
方
政
で
す

4
一オ
1
プ
シ
の
予
定
で
、
建
設
工
事
を
進
大
洗
町
の
水
道
で
舎
町
の
む
家
庭
へ

年
一
め
て
い
る
が
、
各
種
施
設
の
う
ち
プ
l

給
水
し
て
い
る
最
近
の
一
日
平
均
給
水

百
一
ル
は
芝
琵
す
る
の
で
、
大
洗
町
の
塁
、
二
、
六
Q
O立
方
げ
で
す
か
ら

い
一
上
水
道
か
ら
四
亙
下
自
に
は
給
水
す
る
ほ
ぼ
同
震
の
水
が
、
ブ
1
ル
に
使
わ
れ

目
一
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
す
。
二
、
七
O
O立
方
げ
の
水
は
、

t
一
海
の
ζ
ど
も
の
国
で
水
の
需
要
査
は
約
八
包
間
を
か
け
て
給
水
し
、
一
度
満

〉
一
プ
ー
ル
、
食
堂
、
露
、
水
族
館
喜
恋
す
れ
ば
、
補
充
水
だ
け
の
給
水
と

a
一
わ
ぜ
て
一
日
平
均
八
O
立
方
践
で
す
が
な
り
ま
ず
か
ら
、
水
道
を
利
用
さ
れ
て

f
k
一
ピ
ー
ク
時
の
一
臼
使
用
量
は
、
一
二
五
O
い
る
一
般
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
、
と
迷

一
立
方
げ
で
、
プ
ー
ル
へ
最
初
に
入
れ
る
磁
の
か
か
る
こ
と
は
な
く
て
済
み
ま
す

供

す

る

雲

、

蚕

室

、

墓

古

同

施

設

、

」

〉

の

し

l
l
J
/

検

肥

舎

等

の

建

築

物

、

そ

の

他

建

築

面

一

泊

沌

但

一

¥

-

J

!

一、

禁

九

O
平

方

政

以

内

の

建

築

物

差

一

一

九

都

出

h

、

は
こ
れ
ら
の
一
義
務
告
主
唱
の
居
住
の
一

-

E

禾

す

こ

一

ナ

酎

円

長

M

溜

一

用

に

供

す

あ

建

築

物

の

用

に

供

す

る

目

一

づ

瀬

徴

万

決

討

の

~

的

で

行

な

う

も

の

。

一

一

間

増

徴

5

議

検

額

一

一

時

評

割

き

増

hv

タ

様

屋

替

で

増

到

一

の
u
r
何
脳
性
以
内
日
終
日
一
口
湖
サ
語
割
す
弥
一
品
一
/

一

D
指

2
据

l
h
V
2
前

胤

額

一

議

の

る

の

長

ィ
、
車
庫
、
物
置
、
そ
の
他
乙
れ
ら
一

d
の

未

完

一

町

減

な

へ

開

額

一
に
類
す
る
付
属
建
築
物
の
用
に
供
す
る
一
税
一
咽
出
〉
〉
〉
〉
一
…
側
窓
側
一
比
一
同
叩
棚

一

も

の

。

一

院

一

年

タ

9

9

9

廃

8

コド一

7
貌

原

・

額

様

一
ロ
、
床
面
積
の
合
計
が
一
円
思
表
一
報
間
一
備
く
く
〈
〈
繍
片
町
一
一
僻
払
蜘
糊
蹴
詰
…

一

以

内

の

増

築

の

用

に

供

す

る

も

の

。

一

必

金

賢

一

償

、

税

建

一

和

限

措

回

資

数

作

一
ハ
、
主
と
し
て
、
開
発
区
域
の
周
辺
一
期
間
一
地
地
林
野
翻
骨
乱
闘
則
古
都
帥
鵡
臨
時
私
一

一

の

市

街

化

調

整

区

域

内

信

号

て

い

一

面

一

宅

農

山

原

鮪

家

〈

司

一

き

理

一

る

者

の

日

常

生

活

の

た

め

重

な

物

品

一

①

一

①

②

③

④

⑤

⑥

②

一

で

伽

①

②

③

四

一

販

売

加

工

、

修

翠

苔

業

警

告

ひ

一

"

-

事
が
こ
の
議
決
定
ち
ょ
っ
と
す
る
一
の
区
分
の
た
め
の
境
界
は
原
則
と
し
て
一
語
、
襲
警
の
建
築
物
で
、
そ
の
一

snJHMER-Z富山智
n・d
・-2・3
気

-HEndi--ujJug--zu

と
き
は
、
建
設
大
臣
の
認
可
窓
宅
一
鉄
道
、
師
、
が
け
等
の
地
形
、
地
物
一
延
面
積
雪
車
内
に
二
以
上
の
建
一
計
画
実
寄
託
、
ま
た
は
警
し
て
一
毒
化
調
獲
区
域
の
区
誌
な
さ
れ
、

あ
り
、
建
設
大
庄
が
認
可
を
す
る
に
あ
一
等
土
地
の
範
囲
そ
国
ホ
ナ
る
の
に
適
当
一
築
物
を
新
築
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
一
そ
の
区
域
が
拡
張
さ
れ
た
際
、
自
己
の
一
市
街
地
ど
農
林
地
区
と
の
調
和
の
と
れ

た
っ
て
は
農
林
大
臣
と
協
議
を
し
、
竺
な
も
の
に
よ
り
定
め
る
。
一
そ
の
蓄
積
の
合
計
)
が
五
O
平
方
政
居
住
ま
た
婆
務
の
用
に
供
す
る
建
築
一
た
都
市
形
成
主
ら
れ
る
乙
と
に
な
D

の
他
通
産
、
運
輸
な
ど
関
係
大
箆
の
怠
一
五
、
開
発
許
可
制
度
と
は
。
一
以
内
の
も
の
〈
こ
れ
ら
の
業
務
の
用
に
一
物
を
建
築
す
る
目
的
で
一
土
地
ま
た
は
土
一
ま
す
。

見
を
き
で
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
一
市
街
化
区
域
及
び
、
市
街
化
調
整
区
一
供
す
る
部
分
の
延
面
積
が
全
体
の
延
べ
一
地
の
利
用
に
関
す
る
所
有
権
以
外
の
権
一
要
海
地
区
が
建
築
砲
認
区
域
に

の
区
域
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
喜
一
城
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
主
面
積
の
五
O
M以
上
の
も
の
に
限
る
こ
撃
で
て
い
た
も
の
で
、
当
該
都
市
一
習
を
都
市
計
画
区
域
編
入
さ

対
当
局
と
し
て
は
、
財
政
能
力
と
結
び
一

D
、
開
発
許
可
制
度
の
適
用
品
1

受
け
ま
一
の
新
築
の
府
に
供
ナ
る
図
的
で
当
初
開
一
計
画
の
決
定
ま
た
は
変
更
の
日
か
主
ハ
一
れ
が
」
東
海
地
区
に
つ
い
て
は
、
整
然
と

つ
け
て
、
都
市
計
闘
施
設
、
開
苑
、
堅
一
す
。
一
発
区
域
の
周
辺
の
市
街
化
調
整
区
域
内
一
カ
月
以
的
ピ
知
事
に
届
け
出
た
者
が
、
一
し
た
都
市
形
腐
の
一
環
よ
じ
て
、
在
来

備
な
ど
の
出
来
る
範
囲
に
と
ど
め
る
も
一
①
開
発
許
可
制
度
の
適
用
を
受
け
な
一
に
居
住
し
て
い
る
も
の
が
自
ら
当
稼
業
一
そ
の
日
的
に
従
っ
て
、
当
日
以
土
地
に
関
一
工
事
屈
だ
け
で
処
理
さ
れ
て
き
+
撞
築

の
と
し
て
建
設
省
の
方
針
は
、
市
街
化
一
い
開
発
行
為
tv次
の
よ
う
「
な
も
の
で
あ
一
務
を
営
む
た
め
に
行
な
う
も
の
で
、
そ
一
す
J
d

有
権
利
を
行
使
し
得
る
期
間
は
、
当
一
関
係
の
手
続
き
も
磯
訳
、
大
賞
地
区
間
叫

区

域

は

極

力

客

観

的

に

決

め

る

べ

き

だ

一

る

。

一

の

規

模

が

一

O
O平
方
政
以
円
で
あ
る
一
義
市
計
閣
の
決
定
ま
た
は
震
の
日
一
様
、
確
襲
警
な
D
ま
し
た
。
建
築

と
し
て
お
h
u
ま

す

。

一

A
、
市
街
化
区
域
的
日
人
お
い
て
行
な
一
も
の
。
一
か
ら
起
算
じ
て
五
年
以
円
で
あ
る
。
一
の
ヱ
事
に
先
立
ち
、
確
認
申
請
書
を
提

四
、
市
街
化
区
警
市
街
化
調
整
区
域
一
ろ
開
発
行
為
で
、
そ
の
規
模
が
一
、

O
一
。
開
発
許
可
を
申
請
主
っ
と
す
る
も
一
②
市
街
化
調
態
区
域
内
に
お
い
て
、
一
出
、
確
認
を
害
た
後
で
な
け
れ
ば
着

と
の
区
分
に
関
す
る
技
術
的
基
準
。
一

O
O平
方
げ
未
満
で
あ
る
も
の
。
但
し
一
の
は
、
当
時
伊
区
域
間
積
が
ニ
O
か
以
上
一
開
発
審
笠
会
の
議
を
経
て
開
発
許
可
を
一
手
出
来
な
い
乙
と
に
な
hu
ま
し
た
。

①
既
に
市
街
化
レ
て
い
る
区
域
と
し
一
市
街
化
の
状
視
に
よ
り
、
無
秩
序
な
市
一
四
Oρ
未
満
の
開
発
行
為
に
あ
っ
て
は
一
し
得
る
開
発
行
為
は
、
当
詩
開
発
反
域
一
広
域
都
市
計
画
区
域
の
編
成

て
、
市
街
化
区
域
に
中
止
め
る
土
地
防
、
一
街
化
を
肪
北
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
一
義
務
教
湾
施
設
の
設
置
義
務
者
及
び
、
一
の
商
積
が
一

δ
紛
以
上
で
、
計
画
的
市
一
(
二
月
十
九
日
付
)

相
当
の
人
口
及
び
人
口
密
度
を
有
す
る
一
ら
れ
る
と
者
ぽ
、
知
事
は
規
則
で
、
区
一
水
道
事
業
者
と
、
四
Omwを
ζ
え
る
聞
一
街
化
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
支
障
が
一
新
法
に
基
く
都
市
計
画
医
域
の
設
定

市
街
地
そ
の
他
建
設
省
令
で
定
め
る
も
一
域
を
限
り
、
三
5
0呈
刀
開
山
以
上
て
一
行
為
に
あ
っ
て
は
更
に
、
ガ
ス
事
業
、
一
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
交
通
、
経
溌
等

の
並
び
に
こ
れ
に
接
続
レ
て
現
に
市
街
一

0
0
0平
方
げ
未
満
の
範
圏
内
で
そ
の
一
堅
議
書
と
あ
ら
か
じ
め
協
議
し
な
け
一
一
一
月
十
九
日
よ
り
夏
海
地
区
が
都
市
一
の
諸
情
勢
を
充
分
に
考
慮
し
た
上
、
広

化
が
進
仔
し
て
い
る
区
域
と
す
る
。
一
規
定
を
別
に
中
止
占
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
れ
ば
な
ら
な
い
0

4

一
計
画
区
域
に
一
域
的
見
地
に
た
っ
て
定
め
る
べ
き
で
あ

@
お
お
む
ね
十
年
以
内
に
、
優
先
的
一

B
、
市
街
化
調
態
灰
威
内
に
お
い
て
一
六
、
市
街
化
調
態
区
域
に
お
け
る
特
例
一
新
ら
し
い
都
市
計
同
法
が
施
粁
さ
れ
一
る
と
さ
れ
て
お
幻
ま
す
。
現
在
ま
で
の

E
つ
計
一
倒
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
一
行
う
開
発
行
為
で
、
農
林
漁
業
の
用
に
一
①
市
街
化
調
整
区
域
に
関
す
る
都
市
一
既
成
市
街
地
、
周
辺
市
街
地
の
整
備
、
一
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
各
粁
政
区
域

域

と

し

て

市

街

化

区

域

に

定

め

る

土

地

、

1
1
1
i
!
一
新
市
街
地
の
開
発
、
優
良
農
林
地
区
、
一
毎
に
定
め
ら
れ
、
道
路
等
、
流
通
機
嫌

は

、

原

則

と

し

て

次

に

掲

げ

る

灰

塚

を

風

致

緑

地

地

区

の

保

全

対

策

に

積

極

的

一

の

上

か

ら

も

、

非

効

果

的

た

投

資

知

行

合

去

な

い

。

に

取

り

組

む

と

と

に

な

り

ま

し

た

。

在

一

な

わ

れ

て

き

た

が

、

新

法

の

意

と

す

る

ィ

、

当

持

都

市

計

画

区

域

に

お

け

る

来

各

所

に

見

ら

れ

る

虫

食

的

、

無

秩

序

一

と

こ

ろ

は

広

域

的

に

旦

つ

一

体

の

都

市

市

街

化

の

動

向

、

慾

埠

、

道

路

、

用

排

な

開

発

行

為

を

規

制

し

、

新

法

の

基

本

一

と

し

ア

諸

施

設

の

計

闘

が

樹

立

さ

れ

、

水

施

設

等

の

整

備

の

見

通

し

等

を

勘

案

理

念

と

し

て

い

る

農

林

漁

業

と

の

健

全

一

有

機

的

に

旦

つ

効

果

的

に

運

用

さ

れ

る

し

て

市

街

化

ず

る

こ

と

が

一

小

型

定

土

一

な

誠

一

刊

を

計

り

つ

つ

、

健

康

で

文

化

的

べ

き

で

あ

る

と

の

観

点

か

ら

、

水

戸

を

地

。

な

都

市

の

形

成

そ

計

る

た

め

、

現

在

ま

一

中

心

と

し

た

九

市

町

村

を

も

っ

て

、

広

ロ

、

開

水

、

高

潮

等

に

よ

る

災

害

の

で

無

指

定

地

域

で

あ

っ

た

一

反

海

地

区

役

一

域

都

市

計

爾

区

域

が

編

属

さ

れ

串

や

ぷ

~

発

生

の

お

そ

れ

の

あ

る

土

地

。

都

市

計

間

区

域

に

編

入

、

総

合

的

に

、

一

民

哉

の

名

称

ハ

、

優

良

な

集

団

農

地

、

そ

の

他

長

樫

街

、

開

発

、

保

全

の

法

則

に

の

っ

と

一

水

戸

・

勝

目

都

市

計

画

区

域

期

に

わ

た

り

、

幾

用

地

と

し

て

保

存

す

っ

て

、

適

毘

な

る

土

地

利

用

の

方

針

を

一

区

域

に

入

る

土

地

の

名

称

ぺ

き

土

地

。

樹

立

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

水

一

戸

市

、

勝

田

市

、

那

珂

湊

市

、

ニ

、

優

れ

た

自

然

風

景

の

維

持

、

都

従

っ

て

、

今

ま

で

放

任

状

態

に

お

か

一

東

茨

城

郡

・

大

洗

町

、

壁

材

市

四

時

掲

の

保

持

、

水

源

溜

援

、

土

砂

流

れ

た

笈

海

地

区

は

、

磯

浜

、

大

震

地

区

一

内

原

町

出

の

防

備

等

の

た

め

保

存

す

ぺ

者

壬

地

と

同

様

の

取

扱

い

を

受

け

る

こ

と

と

な

一

那

珂

郡

・

那

珂

町

、

東

海

村

、

瓜

③
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域

D
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
市
街
化
区
域
『
連
防

伊

「市街化区域と市街化調整区域」
の区域区分の. ー

県
施
行
の
都
市
計
画
道
路

軍
海
大
洗
線
が
事
業
認
可

都
市
計
闇
埠
路
、
夏
海
大
洗
線
の
一
部
(
大
出
第
一
向
精
后
よ
り
東
光
台
ま

で
)
が
、
一
一
一
月
十
七
日
付
で
事
業
認
可
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
認
可
反
域
内

で
は
、
土
地
、
家
屋
等
の
有
問
時
間
樗
L
つ
い
て
制
限
を
受
け
る
ζ
と
に
な
り

去
す
。区域
内
で
土
地
建
物
が
有
償
で
譲
り
渡
そ
う
-
と
す
る
揚
合
は
、
そ
の
相
手

方
、
襲
撃
?
定
額
、
そ
の
他
、
当
該
土
問
建
物
に
つ
い
て
の
所
有
権
以
外
の

槌
料
等
に
つ
い
て
県
へ
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
問
は
届
出
が
あ
っ
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
買
い
取
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

三
十
日
以
内
に
届
出
入
に
通
知
し
ま
す
が
、
こ
の
期
間
中
は
、
県
以
外
の
第

一
一
一
者
へ
の
譲
渡
は
法
に
よ
っ
て
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
御
注

意
下
さ
い
。
(
関
係
陪
禽
は
、
役
場
で
一
般
の
鮮
覧
に
供
し
て
お
り
ま
す
)



(4) 昭和 415年 4 月 1 B 自し、

103名に若返り証贈る
大洗老人クラブ連合会では，大洗

老人大学を開校し，去る 3月31日第
1期生修了式をおとないました。

ζ
の
大
学
は
、
各
担
弘
の
老
人
ク
一
フ
マ
一
月
人
生
の
歓
ぴ

ブ
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
一

O
五
名
の
講
師
社
会
病
理
研
究
所

人
が
学
生
ど
な
っ
て
、
一
年
間
次
の
よ
所
長
・
有
馬
秀
雄

う
な
こ
と
を
勉
験
レ
手
レ
た
。
マ
二
月
年
を
と
ら
な
い
秘
決

マ

四

十

四

年

五

月

大

洗

町

の

町

政

講

師

関

根

厚

全
般
に
つ
い
て
。
修
了
式
は
同
日
十
時
三
十
分
よ
り
、

講
師
六
前
町
長
・
加
藤
湾
問
松
公
民
館
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
加

マ
六
月
老
人
福
祉
に
つ
い
て
。
藤
学
長
よ
hu
各
ク
ラ
ブ
代
表
の
方
に
左

講
師
民
生
委
員
・
小
沼
由
美
の
隼
J

震
欝
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

タ
厚
生
課
長
・
佐
藤
忠
一

O
若
返
hu
証

マ
七
月
町
の
防
犯
と
家
庭
の
心
構
あ
な
た
は
六
洗
老
人
大
学
第
一
期
生

え

に

つ

い

て

。

と

じ

て

よ

く

勉

強

さ

れ

、

全

課

程

を

水
戸
替
祭
器
大
洗
省
部
派
出
所
修
f
さ
れ
事
レ
た
こ
と
を
事
し
、
こ

所
長
・
市
毛
俊
こ
こ
に
記
念
品
を
贈
り
お
一
喜
び
申
し
上

マ
九
月
老
人
の
健
康
に
つ
い
て
。
げ
ま
す
。

講
師
・
久
保
田
敏
夫
こ
の
あ
と
、
町
長
、
来
貨
の
何
辞
が

マ
十
月
小
中
学
校
の
教
育
L
つ
い
あ
h
u
、
全
員
で
記
念
撮
影
を
と
り
懇
親

て

。

会

を

催

し

盛

会

問

の

う

ち

に

修

了

し

ま

講
師
教
育
長
・
後
藤
文
し
た
。

大
貫
小
学
校
生
徒
同
老
速
で
は
、
こ
の
老
人
大
学
は
、

マ
十
一
月
大
洗
の
詩
る
常
傷
明
治
今
後
も
続
け
て
ゆ
く
一
方
針
で
あ
h
u
、
皆

記

念

館

様

の

G
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

ら
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新
た
に
決
っ
た

自
繭
日
の
深
夜
診
療

労
災
保
除
の
手
続
き

に
つ
い
て

四
月
は
、
労
災
保
険
の
年
皮
切
替
え

の
時
期
で
す
。
労
災
保
険
加
入
事
業
所

は
、
五
月
土
昔
ま
宮
人
労
災
保
険
料

報
告
書
を
提
尉
じ
て
、
手
続
き
を
済
ま

せ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
常
時
五
人
以
上
の
労
働
者
を

使
用
す
る
裏
金
護
、
及
作
労
働
者
を
一

人
以
上
使
用
す
る
動
力
一
・
五
K
W以

上
を
も
っ
霊
議
盆
謹
告
建
設
業

襲
、
自
動
車
、
重
の
霊
悉
謀
、
労

災
保
険
の
強
制
適
用
事
業
で
す
か
ら
、

所
轄
の
労
働
基
潜
監
督
署
で
、
加
入
の

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

〈
茨
城
労
働
基
聾
包

写
真
ば
戦
没
者
の
慰
恩
法
要

戦
没
者
慰
霊
祭

春
の
被
岸
法
要
行
な
わ
る

物l

。
遺
族
会
新
役
員

-
、
一
去
る
一
一
一
月
一
一
十
日
、
磯
浜
西
福
寺
に
且
虫
、
県
知
事
、
県
遺
族
連
合
会
長
か
ら
一

皆
さ
ん
の
た
め
の
一
そ
の
よ
う
な
と
き
佐
襲
撃
一
お
い
て
、
事
実
戦
に
お
い
て
戦
没
一
慰
霊
の
襲
培
へ
ら
れ
、
次
い
で
一
町
長
一

色

検

察

審

査

会

制

度

一

合

員

五

。

審

査

会

呈

さ

れ

た

大

宮

号

室

鐙

の

一

及

選

会

長

の

接

部

雪

、

式

典

一

な

一

一

察

官

が

不

起

訴

処

分

に

し

た

事

号

、

一

大

滋

要

戦

没

者

慰

襲

率

t
t一
は
十
一
時
一
一
一
十
分
と
さ
お
り
な
ぐ
終
一

防
一
み
な
さ
ん
の
宅
謀
、
お

E、
一

被

害

者

な

ど

か

ら

納

得

出

来

な

い

と

し

た

。

一

了

し

卓

出

し

た

。

一

会

長

井

上

一

露

。
一
言
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、
箸
一
て
審
査
の
里
て
を
苦
言
、
豆
昔
、
小
春
日
告
の
お
だ
五

ζ
の

あ

と

間

宮

お

い

文

昭

和

四

副

会

長

密

書

型
事
検
察
庁
に
訴
え
た
が
不
起
訴
に
終
五
の
謀
議
警
官
、
証
人
事
一
な
号
、
開
式
平
時
に
は
二
一
暑
の
一
十
四
富
遺
族
議
会
開
か
れ
、
決
一
ク
小
野
瀬
名
一
一
郎

会
一
わ
っ
量
出
来
な
い
で
い
る
在
手
間
犯
罪
の
現
場
章

Z
Eて
一

色

遺

族

が

参

列

さ

れ

、

警

か

な

亘

書

、

妻

建

国

葬

な

い

、

つ

ぎ

一

タ

井

上

護

措一

b
ま

せ

ん

か

。

一

事

件

柔

起

訴

処

分

に

し

た

E有
一
の
皇
、
遺
族
代
表
の
購
買
加
藤
町
一
に
遺
族
会
役
員
の
改
選
習
の
り
、
次
の
一
会
計
一
興
初
太
郎

町
一
重
言
=
E
z
-
-
2
5
言
霊
童
話
z
z
z
童
Z
Z
E
=
z
z
E
喜
三
重
量
=
芸
E
E
=
=
=
2
2
2
皇
室
喜
一
三
皇
室
皇
室
豊
富
霊
↑
言
明
a
z
-
-
-
-
E
-
E
E
-
-
一
回
一
岡
田
昌
喜
一
回
皇
室
E
2
2
亘
書
喜
一
方
々
が
新
し
い
役
員
と
な
h
u
、
総
会
の
一
幹
事
高
野
千
代
吉

蛾一

o
i・e
・
-
-
t
i
t
i
-
-
-
-
t
o
b、
交

通

安

全

施

設

を

作

っ

た

り

、

交

話

題

の

主

は

磯

信

に

善

事

恒

一

承

認

審

ま

し

た

。

一

タ

米

川

啓

一

三

…

町

の

話

題

一

通

安

全

の

思

想

普

及

に

努

め

た

り

、

あ

雪

)

さ

ん

で

、

高

崎

さ

ん

は

半

年

前

一

べ

{

f

t

i

{

E

・

E

-

i

i

{

i

i

を
一
ひ
ZE--，
E
l
i
t
i
s
t
-
-ー
か
る
い
は
ま
た
交
通
安
全
協
会
や
関
連
諸
に
路
上
で
二
千
七
再
の
現
金
を
拾
得
一
一
山

一

〈

団

体

で

安

全

対

策

の

務

仔

著

行

な

い

し

、

す

ぐ

に

襲

に

届

け

ま

し

た

が

、

一

~

円

番

臨

一

一

交

遁

安

全

施

設

の

、

一

~

門

間

レ

一

私

達

の

住

む

地

域

か

ら

，

交

通

事

故

s

半
年
た
っ
て
も
落
し
主
が
現
わ
れ
ず
一
h

4

4

蓄

醤

蓄

番

番

悉

番

7

0
却

後

州

一

強

化

に

と

を

じ

め

出

し

、

重

災

害

の

な

い

明

る

結

局

そ

の

お

金

は

高

崎

支

の

手

許

に

一

一

山

口

げ

は

げ

M

M

M
弘

明

午

時

国
一
交
通
災
容
は
一
つ
の
大
発
注
公
害
賠
い
町
づ
く
り
に
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
一
民
さ
れ
ま
し
た
@
高
僻
さ
ん
は
、

ζ
の

一

}

一

J
1
1
1
1
1
8
3
・
去
年

1

圏
一
層
と

L
て
社
会
問
題

t、
各

方

簡

で

ま

ず

。

蓄

を

な

ん

と

か

有

効

に

使

い

た

い

と

一

一

目

5
5
5
5
5
u
u
ω

山
岡

1

5
一
論
議
の
然
京
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
乙
の
問
題
は
何
ん
と
一
一
A

っ

考

え

、

，

交

通

災

害

の

な

い

明

る

い

防

一

~

口

調

〉

所

会

3
回
目
陪

一
義
報
道
機
関
で
は
普
の
よ
と
て
も
地
域
住
民
一
人
一
人
の
協
力
が
な
造

P
の
一
助
に
と
、
更
に
自
分
の
金
一
…

y
附

鵬

附

日

舗

は

慨

ト

一
持
議
な
交
通
禍
の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
一
え
、
け
れ
ば
達
成
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
二
千
三
百
円
を
加
え
、
計
五
千
円
を
町
一
ん
叫
す
洗
外
回
程
育
課
替

一
各
関
係
機
関
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
せ
ん
。

ζ
乙

で

一

最

近

、

街

で

拾

っ

た

議

の

霊

安

全

協

会

に

寄

付

レ

モ

た

。

一

…

広

大

開

夏

教

一

一

切

一
か
ら
そ
の
対
策
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
意
あ
る
人
の
話
題
を
お
知
ら
せ
い
た
し
関
孫
者
一
同
は
、

ζ
の

議

行

に

感

激

レ

一

品

開

あ

て
い
去
す
。
町
で
も
道
路
を
一
路
傍
レ
た
v

a

ぜ

う

。

て

お

h
u
手
レ
た
。
命
、

1

-

1

1

1

1

3

※火災{ま

~ 
一句、
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